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過
去
を
知
る
、未
来
に
つ
な
ぐ
。

蘇よ
み
が
え

る
太
古
の
上
富
～
中な

か
ひ
が
し東
遺
跡
～三

富
新
田
開
拓
前
の
上
富

　

中
東
遺
跡
は
、
上
富
字
中
東
の
地
に
約

５
万
１
千
㎡
の
範
囲
に
広
が
る
旧
石
器
時
代

を
中
心
と
し
た
遺
跡
で
、
江
戸
時
代
の
開
拓

で
有
名
な
三
富
新
田
の
中
に
あ
り
ま
す
。

【三富新田の中に位置する中東遺跡】旧
石
器
時
代
の
上
富

上
富
に
も
川
が
あ
っ
た
？
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１. 中東遺跡 2. 上永久保遺跡 3. 東永久保遺跡 4. 境松遺跡 5. 月野原遺跡 6. 中西遺跡 7. サガヤマ遺跡 8. 中東第二遺跡 
9. 南止遺跡 10. 浅間後遺跡 11. 谷津遺跡 12. 藤久保東遺跡 13. 藤久保東第二遺跡 14. 藤久保東第三遺跡 15. 俣埜遺跡 
16. 木目遺跡 17. ハケ上遺跡 18. 南新埜遺跡 19. 藤久保南遺跡 20. 三芳唐沢遺跡 21. 打越遺跡 22. 松ノ木遺跡
23. 栗谷ツ遺跡 24. 北通遺跡 25. 新開遺跡 26. 新開第二遺跡 27. 北原遺跡 28. 南通遺跡 29. 通西遺跡 30. 古井戸山遺跡
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【三芳町周辺地形図】
（1/40,000）

遺
跡
と
は

　

過
去
を
知
る
た
め
に
は
、
古
文
書
や
石

造
物
に
記
さ
れ
た
文
字
、
昔
か
ら
の
言
い

伝
え
等
、
文
字
や
言
葉
か
ら
得
る
情
報
が

か
な
り
の
量
を
占
め
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
文

字
や
言
葉
が
な
い
（
残
る
情
報
量
が
少
な

い
）
時
代
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
は
、
そ
れ

以
外
の
資
料
か
ら
推
測
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
一
つ
が
地
中
に
遺
さ
れ
た
埋
蔵

文
化
財
＝
遺
跡
（
遺
構
と
遺
物
）
で
す
。

　

意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
三
芳

町
に
は
33
か
所
の
遺
跡
が
存
在
し
ま
す
。

昭
和
51
年
か
ら
町
内
で
本
格
的
な
発
掘
調

査
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
三
芳
町
教
育
委

員
会
で
は
、
毎
年
10
か
所
前
後
の
発
掘
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
中
な
か
ひ
が
し東
遺

跡
を
取
り
上
げ
ま
す
。

「発掘された日本列島 2012」展

文化庁主催全国 5都市の巡回展に
中東遺跡の石器が出展

スケジュール
江戸東京博物館をはじめ、青森、静岡、大阪、鳥取の
各都市を巡回して展示。関連した展示を三芳町役場と
歴史民俗資料館でも開催。

内容
毎年約 8000 件近い発掘調査が行われるなかで、文化
庁主催で全国的に注目された発掘調査の出土品を展示。
2012 年は全国 20遺跡から約 580 点の出土品が出展。

　
河
川
の
存
在

　

現
在
町
の
西
部
域
に
は
自
然
の
河
川
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
は
数
条
の
河
川

が
存
在
し
、
そ
の
周
辺
に
旧
石
器
時
代
の

遺
跡
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
発
掘
調
査
の
結
果
、
中
東
遺
跡
の
中
を

約
１
万
８
千
年
前
ま
で
は
川
が
流
れ
、
遺

物
は
そ
の
両
岸
に
沿
う
よ
う
に
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
川
は
関
越
自
動
車
道
の
西
側
を
水

源
と
し
て
、
北
永
井
地
区
を
経
て
藤
久
保

地
区
の
富
士
見
江
川
に
流
れ
込
ん
で
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。　

旧
石
器
時
代
の
三
芳

　

旧
石
器
時
代
の
日
本
列
島
は
氷
河
期

で
、
現
在
よ
り
平
均
気
温
が
７
～
８
℃
も

低
い
寒
冷
な
気
候
で
し
た
。
さ
ら
に
、
中

東
遺
跡
の
土
壌
分
析
の
結
果
、
遺
跡
周
辺

は
降
水
量
が
少
な
く
、
比
較
的
乾
燥
し
た

環
境
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
芳
周
辺
の
大
地
を
形
成
す
る

関
東
ロ
ー
ム
層
（
い
わ
ゆ
る
赤
土
）
は
、

火
山
灰
が
起
源
と
な
っ
た
土
で
す
。
旧
石

器
時
代
を
通
じ
て
、
富
士
山
や
浅
間
山
、

榛
名
山
な
ど
関
東
地
方
の
火
山
が
度
々
噴

火
し
ま
し
た
。
ロ
ー
ム
層
の
中
に
は
、
な

ん
と
、
遠
く
九
州
の
火
山
か
ら
噴
出
し
た

火
山
灰
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
に
は

火
山
灰
が
降
り
注
ぐ
中
、
人
々
は
川
沿
い

や
崖
下
の
湧
水
池
に
集
ま
っ
て
く
る
獲
物

を
追
っ
て
移
動
を
繰
り
返
す
、
キ
ャ
ン
プ

生
活
を
営
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

旧石器時代の風景
（想像図）

　
開
拓
以
前
は
一
面
の
茅
原
で
あ
っ
た
こ

の
地
に
、
遥
か
大
昔
の
人
類
の
痕
跡
が
残

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
中
東
遺
跡
の
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
、

約
３
万
年
前
か
ら
１
万
６
千
年
前
に
か
け

て
の
地
層
か
ら
４
３
０
０
点
を
超
え
る
数

多
く
の
石
器
や
調
理
に
使
っ
た
礫れ
き
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
長
い
旧
石

器
時
代
に
人
々
が
繰
り
返
し
こ
の
地
を
訪

れ
、
石
器
を
作
っ
て
狩
猟
生
活
を
営
ん
で

い
た
様
子
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。　

【
上
富
ヒ
ス
ト
リ
ー
】

 

問 

文
化
財
保
護
課
☎
２
５
８
―
６
６
５
５

旧石器時代江戸時代明治～平成

３
万
５
千
年
前

１
万
３
千
年
前

１
６
０
３

１
８
６
７

【
中
東
遺
跡
】

（
約
３
万
年
前
～　

１
万
６
千
年
前
）

【
三
富
新
田
開
拓
】

（
元
禄
７
、１
６
９
６
年
）

川
越
藩
主
・
柳
沢
吉
保

の
命
に
よ
り
、
上
富
91
、

中
富
40
、
下
富
49
の
合

計
１
８
０
屋
敷
に
よ
る

新
し
い
村
々
が
で
き
あ

が
る
。

２
０
１
８

【
縄
文
時
代
～
中
世
】

【
三
芳
村
の
誕
生
】

（
明
治
22
年
、
１
８
８
９
年
）

合
併
し
て
三
芳
村
と
な

る
。

局
部
磨
製
石
斧
、
ナ
イ

フ
形
石
器
な
ど
、
後
期

の
旧
石
器
文
化
が
成
立
。


